
『上座部仏教における聖典論の研究』に関する声明 

このたび、清水俊史氏の『上座部仏教における聖典論の研究』（以下、『聖典論』）が弊社より刊行さ

れることとなりました。本書『聖典論』をめぐってはかねてから、さる先生を中心に異様な盤外戦が繰り

広げられ 、間違った情報が意図的に流布されており、出版元である弊社としましても大変困惑しており

ます。正確な状況を説明する必要性を感じましたので、極めて異例のことではありますが、今回、弊社は

公式な声明を発表することと致しました。 

 2016 年に『聖典論』の刊行が社内で決定した後、2017 年 4 月に清水俊史氏より「さる先生から自分に

研究不正があるとの指摘を受けた」との報告が弊社にありました。それに前後して、弊社に対しても、そ

のさる先生から『聖典論』の出版を取り止めるようにとの連絡を数度にわたり受けました。 

 両者の申し立ての後、弊社は、第三者委員会を立ち上げ、複数の専門家に双方の資料を精査していただ

いたところ、全会一致で研究不正にはあたらないとの結論を得ました。なお、精査いただいたある専門家

からは「（さる先生からの）批判は正当ではない」「（さる先生が）指摘するような不正行為はない」と

断言され、また別の専門家からは「権威ある肩書を持つ研究者が、自分を批判した若くて立場の弱い研究

者の研究不正を言い立て、学術振興会などに告げ口して葬り去ろうとする行為は、フェアでない」との発

言もいただいており、弊社としても深く同意するところです。 

 また、本書をめぐっては、これを焚書にしようとする不正な接触がありました。2017 年 9 月に花園大

学で開かれた日本印度学仏教学会の場において、さる先生の消息筋より清水氏に対し「『聖典論』を出版

するな。これ以上（さる先生を）批判すると、就職先がなくなるぞ」などと脅迫ともとれる接触のあった

ことが複数の関係者によって現認されており、弊社としてもこれが実際に起きた出来事であると認めざ

るを得ません。 

 さらに、さる先生から弊社に対して行われた出版差し止めの要請も「出版したら書評で清水を潰す。大

蔵出版の姿勢も叩く」などと脅迫ともとれる言説や、「清水君が出版をあきらめれば、彼の就職を応援す

る」などと研究者倫理に反するともとれる内容が含まれていました。第三者委員会の結論に加え、このよ

うな諸事情からも、弊社は、さる先生の主張が「研究不正の正当な告発」ではなく、清水氏の名誉を毀損

する極めて悪質なハラスメントであり、弊社に対する不当な出版妨害にあたると判断し、『聖典論』出版

の決意を新たにしました。 

 学問の自由を守るべき研究者自身が、その学問の自由を脅かそうとしている事態に、弊社としては憂慮

の念を禁じ得ません。今後ともそのような圧力に屈することなく、良質な仏教書の出版に努めてまいりた

いと存じます。 

 読者諸賢におかれましては、ぜひ虚心坦懐に本書をお読みいただきたく願います。『聖典論』は出版前

から大変な注目を集める力作であり、弊社が格別の自信をもって世に送り出すものです。そこで示される

知見は仏教学の新たな地平を切り開くと確信しております。 
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